




要約:小児の事故防止には、いろいろなアプローチが必要となる。事故の防止活動は、具体

的でわかりやすいこと、ならびに、いろいろな場でいろいろなメディアを通じて反復して

行われることが大切となる。オーストラリアにおいては、小児病院に付属してセーフティ・

センターが設置され、各種の活動をおこなっている。その活動の実際を紹介し、わが国に

おいてもそのような施設の必要性を指摘した。 


